
　 １．　評 価 結 果 概 要 表
【評価実施概要】 【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】
事業所番号

事業所名

　　　　　　　　　　　　　　

評価機関名

【重点項目への取組状況】

【情報提供票より】（平成１９年６月１８日事業所記入）

2 ユニット 人

23 人

（２）建物概要

造り 　

1 階建ての ～1 階部分

（３）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）

家賃（平均月額） 円 その他の経費(月額) 円

敷　　　　金

食材料費 朝食 円 昼食 円

夕食 円 おやつ 円

円

（４）利用者の概要（平成１９年６月１８日現在　）

利用者人数 18 名 男性 0 名 女性 18 名

要介護１ 要介護２

要介護３ 要介護４

要介護５ 要支援２

年齢 平均 90.3 歳 最低 84 歳 最高 102 歳

（５）協力医療機関

作成日　平成１９年８月２０日　

運営推進会議は、町の指導により３か月に１回の開催である。推進会議
のメンバーは、町内の各団体の代表者や行政のほか、家族代表者と利用
者がそれぞれのユニットから参加している。外部評価における改善のた
めの取り組み報告はもちろんであるが、地域代表者からの客観的な意見
や家族利用者の意見を、今後のホームの運営や生活支援に役立てていく
ための前向きな協議がなされている。

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）

近隣の中学校や保育園との交流もあり、ボランティアの受入れも多い。
また地域の祭りや文化祭などに行ったり、法人の夏祭りでは地域住民と
の交流も盛んに行われている。

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）

家族の面会も多く、面会の際の利用者の状況報告もできている。また便
りは発行されていないが、利用者の状況を遠方の家族にも知らせるた
め、ホームページの立ち上げを準備中である。また昨年より家族会が発
足し、ホームと家族との連携が図られている。運営推進会議にも家族代
表が参加し、家族の意見が発せられるようにしている。

重
点
項
目
③

重
点
項
目
④

　　昭和・平成１５年４月１日

利用定員数計 　

　有（　　　　　　円）
　無

有　／　無
有りの場合
償却の有無

18

500

または1日当たり

（１）組織概要

法人名

前回評価での主な改善課題とその後の取組、改善状況（関連項目：外部4）

社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会

所在地

野尻町の緑濃い郊外にたたずみ、併設の特別養護老人ホーム（以下、「特
養」という。）と同じ敷地内にある２つのユニットは、「人間愛」「尊厳」
という理念のもとに、利用者がいきいきと生活している。特養をはじめ、同
法人内の介護サービスや福祉サービス事業所との連携も図れている。また特
養併設でありながらホームは施設的な感じがなく、家庭的な雰囲気が各所に
表れており、利用者の生活の場としての環境も整っている。ホームは家であ
ることを基本にしながら、法人の理念と併せて、利用者はできる限り終末ま
でをホームで過ごすという方針でもある。

訪問調査日

4571800277

所在地 宮崎県宮崎市原町２番２２号

建物構造

ユニット数

職員数

開設年月日

保証金の有無
(入居一時金含む)

10,000～16,000

協力医療機関名 押川病院、野尻中央病院

2

4

4

3

5

0

900

社会福祉法人敬愛会

グループホームむつみ

宮崎県西諸県郡野尻町大字三ヶ野山４３３６番地７４

（電　話）0984-44-3108

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

常勤１１人,  非常勤１２人,  常勤換算８．３人 今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）

木造

重
点
項
目
① 昨年の評価において、４つの改善課題があったが、ホーム長や管理者は

もちろん、他の職員も改善点は十分に把握しており、改善に向けた職員
同士の話し合いや、積極的な取り組みができている。

昨年お願いした改善項目は、ホーム便りの発行や家族懇談会の開催、利
用者と職員が同じ食事を食べること、アセスメントができていないこ
と、ケアプランを３か月ごとに見直していただきたいことであった。す
べてにおいて前向きに改善するために取り組まれている。

重
点
項
目
②

平成19年7月24日 評価確定日 平成19年8月20日

　有（　　　　　　円）　　　　　無

1 社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会　福祉サービス評価機構


